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このたび、調査、研修、要請陳情、各種会議をしましたので、下記のとおり報告します。 

 

 

記 

 

 

 １ 参加者氏名   松田弘幸、上羽和幸、小谷繁雄、杉島久敏 

 

  ２ 調査・研修地  神奈川県小田原市役所、千葉県館山市役所、愛知県豊田市役所 

            

  ３ 期   間    平成３１年 ２月 ６日 ～ ２月 ８日      

 

  ４ 経   費   ￥２０５，１３０ 

 

  ５ 結果の概要 

 

① 会者・研修講師名 

２月 ６日 小田原市 福祉健康部     

高齢介護課高齢者福祉係  主   事  梅村 理永 

係  長  藤平 徳子 
      市議会事務局        副 局 長    向笠  勝彦 
       
２月 ７日 千葉県館山市 市議会議長  議   長  榎本 祐三 
      観光みなと課       副 課 長  今井 幹雄 
                   副 主 査  平野  守 



 
２月 ８日 豊田市役所 地域振興部 

自治推進室 地域支援課  課  長  小澤 都司子 
        主  事  吉田 祥久 

                     
② 調査、研修、要請陳情、各種会議先内容  … 別紙にて次の事項を記載 

ア 事業目的、事業の概要、経費・財源、効果など 

イ 研修、要請陳情、各種会議内容 

ウ 所見 



○ 視 察 先 ： 神 奈 川 県 小 田 原 市  

○ 視 察 先 所 在 地： 〒 2 5 0 - 8 5 5 5  神 奈 川 県 小 田 原 市 荻 窪 3 0 0 番 地      

℡  0 4 6 5 - 3 2 - 1 3 0 0   

○ 視 察 目 的 ・ 内 容  

【  目     的  】  

    高 齢 化 社 会 へ の 対 応 及 び 事 業 内 容 と 成 果 に つ い て  

【  調 査 項 目  】  

ア ク テ ィ ブ シ ニ ア 応 援 ポ イ ン ト 事 業 に つ い て  

 

【 実 績 と 成 果 】  

平 成 3 0 年 度 ～ 3 2 年 度 に か け て 小 田 原 高 齢 者 福 祉 介 護 計

画 に 基 づ い て 第 7 期 事 業 を 進 捗 し て い る 。 1 2 の 地 域 （ 日 常

生 活 圏 域 ） に 分 け て 、 そ れ ぞ れ の 地 域 支 援 セ ン タ ー が 高 齢

者 の 支 援 を 行 っ て い る 。  

平 成 1 2 年 2 0 万 人 の 人 口 を 擁 し て い た が 、 年 間 約 1 , 0 0 0

人 程 度 の 減 少 、 平 成 3 0 年 度 現 在 1 9 万 1 , 0 0 0 人 と な っ て い

る 。     

平 成 1 2 年 、高 齢 者 人 口 約 3 万 3 , 0 0 0 人 で 高 齢 化 率 1 6 . 7 ％ 、

現 在 、 高 齢 者 人 口 約 5 万 6 , 0 0 0 人 で 高 齢 化 率 2 9 . 4％ と な っ

て い る 。 7 5 歳 以 上 高 齢 者 の 高 齢 化 が 進 ん で い る 。  

小 田 原 市 と し て は 、 要 介 護 者 の 自 立 支 援 に 力 を 入 れ て い

る 。 元 気 な 高 齢 者 の き っ か け 作 り を 「 ア ク テ ィ ブ シ ニ ア ポ

イ ン ト 制 度 」 と し て 推 進 し て い る 。 市 内 在 住 の 6 0 歳 以 上 の

高 齢 者 を 対 象 と し て い る 。  

平 成 2 3 年 に 県 の モ デ ル 事 業 と し て 、「 ボ ラ ン テ ィ ア ポ イ

ン ト 制 度 事 業 調 査 研 究 事 業 」 が あ り 、 そ の 調 査 結 果 を 踏 ま

え て 、平 成 2 4 年 度「 介 護 ボ ラ ン テ ィ ア 制 度 」の 検 討 を 開 始 、

平 成 2 5 年 度 4 月 ～ 9 月 の 間 、 関 係 団 体 や 経 済 部 と の 調 整 を

進 め 、 同 年 1 0 月 に 事 業 を 開 始 。 徐 々 に 活 動 参 加 者 の 登 録 、

活 動 延 べ 人 数 も 増 加 し て い る 。 活 動 者 一 人 当 た り の 活 動 が

増 え 、 充 実 が 伺 え る 。  



課 題 と し て は 、登 録 者 の 伸 び 悩 み 、

「 ア ク テ ィ ブ シ ニ ア 」 事 業 の 認 知 度

が ま だ ま だ 低 い 状 況 に あ る こ と か ら 、

周 知 方 法 の 新 た な 検 討 が 必 要 と な っ

て い る 。  

ま た 、 活 動 の 場 の 多 く が 介 護 保 険

施 設 と な っ て い る こ と か ら 、 活 動 の 場 を 広 げ な け れ ば な ら

な い 。 参 加 者 の 方 が 活 動 に よ り 意 欲 を 持 て る よ う 、 通 い や

す い 場 に あ る こ と な ど 多 様 な 活 動 の 場 を 広 げ て い か な け れ

ば な ら な い 。  

ま た 、 活 動 ポ イ ン ト と 交 換 す る 商 品 の 魅 力 化 を 図 る 必 要

が あ る こ と な ど が 挙 げ ら れ る 。  

最 後 に ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 と し て 、 こ の 事 業 に 参 加 し

た 高 齢 者 の 方 の 多 く が 、 他 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 参 加 す る 方

が 増 え 、 体 調 や 心 理 面 の 変 化 が あ っ た 方 な ど が 見 受 け ら れ

た と い う こ と で あ る 。  

同 様 に 活 動 受 入 施 設 か ら も 、「 施 設 内 の 雰 囲 気 が 良 く な っ

た 」 な ど の 意 見 が 寄 せ ら れ て い る と の こ と で あ る 。  

 参 加 者 数 、 活 動 数 、 活 動 受 入 先 も 増 加 傾 向 に あ り 、 事 業

の 拡 大 と 共 に 満 足 度 も 感 じ ら れ て い る が 、 成 果 に つ い て は

正 確 に は 捉 え ら れ て い な い 。  

 予 算 に つ い て は 、 年 々 増 加 傾 向 に あ る 。  

 

【  主 な 質 疑  】  

質 問 ： 新 規 登 録 者 説 明 会 は 、 6 0 歳 以 上 の 方 に 対 し て の み 実

施 さ れ て い る の か 。「 ア ク テ ィ ブ シ ニ ア 」 を 目 指 す 方

は 、 6 0 歳 未 満 の 方 が い る と 思 わ れ る が 、 そ う い っ た

方 々 に 対 す る 説 明 会 や 紹 介 は し て い な い の か 。  

回 答 ： 6 0 歳 以 上 の 方 を 対 象 と し て い る 。 6 0 歳 未 満 に 対 し て

の 紹 介 な ど は 行 っ て い な い 。 生 き が い 作 り な ど 別 の

事 業 と し て 行 な っ て い る 。  

質 問 ： ア ク テ ィ ブ シ ニ ア の 方 の 情 報 収 集 に 関 し て 、 市 の 事

業 と し て ア プ リ や Ｓ Ｎ Ｓ の 取 り 組 み は 行 っ て い な い

の か 。  



回 答 ： 携 帯 端 末 で の 広 報 は 、 高 齢 者 の 使 用 率 が 低 い の で そ

う い っ た 取 り 組 み は 行 っ て い な い 。 広 報 と し て は 、

Ｔ Ｖ や ラ ジ オ で 行 っ て い る 。  

質 問 ： ど う い っ た ア ピ ー ル ポ イ ン ト で 理 事 者 側 に 訴 え た の

か 。  

回 答 ： 社 会 参 加 の 切 り 口 で 、 人 と 会 う 外 出 活 動 を す る 高 齢

者 ほ ど 健 康 で あ る 時 間 が 長 い と の 実 績 結 果 の 下 、 一

般 会 計 で ス タ ー ト し た 。 そ の 後 、 全 国 的 に 介 護 予 防

が 注 目 を 浴 び た こ と か ら 、 事 業 の 趣 旨 が 混 じ り 合 っ

て き た 。 そ う し た こ と か ら 介 護 予 防 の 一 環 と し て 特

別 会 計 で 実 施 す る こ と と な っ た 。  

   ま た 、 要 介 護 認 定 を 外 れ 、 利 用 者 側 か ら ボ ラ ン テ ィ

ア 側 に 育 て て 行 く と い っ た 考 え で 地 域 支 援 事 業 の 居

場 所 作 り と リ ン ク さ せ る 事 業 展 開 と し て 参 加 者 の 増

を 目 指 し て い る 。  

質 問 ： 登 録 参 加 者 の 保 険 対 応 は ど の よ う に な っ て い る の か 。 

回 答 ： 事 業 前 提 の 保 険 で は な く 、 市 側 の 瑕 疵 が あ っ た 場 合

に 賠 償 さ れ る と い っ た も の と 見 舞 金 の 2 本 立 て に な

っ て い る 。  

質 問 ： 事 業 の 中 に 「 送 迎 」 は 含 ま れ て い る の か 。  

回 答 ： 悩 ま し い 問 題 で あ る 。 基 本 的 に は 施 設 の 管 理 下 に な

る こ と か ら 、 事 故 責 任 は す べ て 施 設 側 と な る 。 そ の

た め 市 と し て は 進 め て い な い 。  

質 問 ： 御 市 の 登 録 対 象 者 数 は ど の 程 度 か 。  

回 答 ： 介 護 保 険 を 使 用 し な い 要 支 援 者 な ど が あ る こ と か ら

明 確 な 数 は 掴 め な い 。目 標 と し て は 、6 万 人 と 考 え ら

れ る 対 象 者 の 0 . 5％ 程 度 と し て い る 。  

質 問 ： 地 域 の 繋 が り と い う 意 味 に お い て 、 認 知 症 の 予 防 に

繋 が っ て い る 状 況 は 見 ら れ る の か 。  

回 答 ： 施 設 が 対 象 と な る こ と が 多 い た め 、 地 域 間 の 繋 が り

に つ い て は 何 と も 言 え な い 。 た だ 、 断 定 は で き な い

も の の 、 人 と の 繋 が り を 考 え る と 認 知 症 予 防 に は な

っ て い る と 考 え て い る 。  

質 問 ： 受 入 側 施 設 と の 間 の 課 題 は あ っ た か 。  

回 答 ： ボ ラ ン テ ィ ア に 関 す る 理 解 や 地 域 に 開 か れ た 施 設 が



少 な い こ と か ら ハ ー ド ル は 高 い も の で あ っ た と 認 識

し て い る 。  

【  所   感  】  

   以 前 に 、 当 会 派 議 員 か ら 一 般 質 問 に お い て 、 ボ ラ ン テ ィ

ア 活 動 に 対 し て 、 ポ イ ン ト を 付 与 す る 試 み の 質 問 を さ せ て

い た だ い た 。  

 小 田 原 市 で は 、 高 齢 者 支 援 と し て そ う し た 事 業 を 展 開 し

て い る 。 事 業 の 実 績 か ら 、 高 齢 者 の 健 康 増 進 や 引 き こ も り

の 防 止 に 役 立 つ も の で あ る と 考 え ら れ る 。  

 少 子 高 齢 化 が 進 み 全 国 的 な 問 題 と な っ て い る 現 在 に あ っ

て は 、 高 齢 者 が 如 何 に 健 康 的 に 住 み や す い 環 境 を 整 え て い

く こ と こ そ が 課 題 と な っ て い る 。 そ う し た 点 か ら 、 自 主 的

に 社 会 と の ふ れ あ い や 異 な る 年 齢 層 の 方 と の 接 点 が 設 け ら

れ る こ と は 素 晴 ら し い 試 み と 捉 え る 事 が で き る 。  

 こ の 事 業 に お い て は 、 登 録 参 加 者 、 受 入 施 設 の 確 保 の 問

題 も さ る こ と な が ら 、 ポ イ ン ト と の 交 換 商 品 を 提 供 し て い

た だ け る 企 業 や 事 業 主 の 募 集 が も っ と

も 困 難 で は な い か と 思 わ れ る 。 条 件 面

で 様 々 な 課 題 を ク リ ア し な け れ ば な ら

な い と こ ろ で あ る が 、 取 り 組 み と し て

は 意 義 あ る も の と 思 わ れ る 。 実 施 に 関

し て は 、 強 制 で は な く ボ ラ ン テ ィ ア と

い う 側 面 か ら 、 行 政 指 導 型 で は な く 、

市 民 協 働 型 で の 積 極 的 な 事 業 展 開 が 望 ま れ る と こ ろ で あ り 、

今 後 の 世 代 間 ・ 地 域 間 交 流 の 一 翼 と し て 期 待 さ れ る 。  



○視察先：千葉県館山市 

○視察先所在地： 〒294-8601 千葉県館山市北条 1145-1      

℡ 0470-22-3527  

○視察目的・内容 

【 目    的 】 

 港湾施設を利用した交流人口の増大について 

【 調査項目 】 

みなとオアシス“渚の駅”たてやま について 

 

【実績と成果】 

平成 12 年 5 月に観光・レクリエーション機能の強化を図るべき港湾と

して、国から「特定地域振興重要港湾」に選定され、平成 14 年 3 月、国・

千葉県・館山市の共同で以下 

の内容の館山港港湾振興ビジョンが策定され、ビジョン実現に向けたハ

ード＆ソフトプランとして 

⑴  観 光 振 興 に貢 献 する海 辺 のまちづくりプラン 

①  定 期 旅 客 船 の就 航  ②湾 内 遊 覧 船 の就 航  ③クルーズ船 の就 航  

④  多 様 な船 舶 の就 航  ⑤交 通 ･情 報 ･交 流 拠 点 整 備  ⑥海 の体 験

観 光 拠 点 整 備  

⑵  海 洋 レクリエーション振 興 に貢 献 する海 辺 のまちづくりプラン 

①  プレジャーボートの寄 港  ②マリンスポーツの振 興  

【ハードプラン】 

・係 留 施 設 （桟 橋 ）の整 備  

・桟 橋 ターミナル機 能 を持 った交 流 拠 点 の整 備  

【ソフトプラン】 

・ポートセールスによる、客 船 等 多 様 な船 舶 の誘 致  

・ポートサービスの提 供  

・観 光 情 報 等 の発 信  

・特 産 品 ・食 事 の提 供  

・レクリエーション＆スポーツ観 光 の振 興  



の実施・整備が進められつつある。 

平成 21 年 4 月 1 日、元々は県立博物館

と水族館（水産試験場）であった施設を千

葉県から譲与されたものである。大きく商

業棟と渚の駅「本体」で構成されている施

設であり、文化財保護として博物館機能も

有している。 

また、平成 27 年 12 月 25 日に、「館山ふ

るさと大使」であるタレントの「さかなクン」が名誉駅長に就任したと

同時に、渚の博物館１Ｆに「さかなクンギャラリー」を開設、前面に押

し出したところ抜群の集客率、来館者の大幅なＵＰに繋がっている。 

課題としては、駐車場の不足。民間駐車場の確保が永続的なものでな

い。また、長さ 400ｍの多目的桟橋の幅員が十分でないため、ツアーバ

スの乗り入れ時、先端部で切り返しによるスペースが確保できないため

Ｕターンができない状況にある。先端部進入時にはバックで 400ｍの道

のりを進まなければならず運行上の難点となっている。 

その他、博物館の老朽化による維持管理経費の増大や指定管理者の導

入を検討中であるなど、民間活力の導入による運営について課題を抱え

ている。 

 

【 主な質疑 】 

質問：高速ジェット船の運行に関し、期間限定がされているのはどうい

った理由か。  

回答：夏の間は東京～大島航路の乗船客は非常に多い。しかし冬季間は

乗船率が低い。一人でも多くの利用客を確保するため、この時期、

大島では「ツバキ祭り」を開催し、集客に努めていることから、

館山が名乗りを上げ、大島に行く前に東京から立ち寄っていただ

くようにしたため季節限定となった。運航状況については、認知

度ＵＰを図るべく、改善の交渉をしている。 

質問：施設運営に関して指定管理者を利用する点、検討中のことであっ

たが、何か課題があるのか。  

回答：「さかなクン」の事務所との関係。館山市ということでイラストや

展示物といったものを事務所側は安心して提供いただいている。

指定管理者となる民間の営利企業が入ることで、今後、同様の関



係が保っていけるのかどうかといった点が一つ課題となっている。

博物館の指定管理についても検討していかなければならない。 

質問：駐車場の確保に苦慮されているようだが、どの程度の台数が駐車

することになるのか。 

回答：施設自体のスペースが 100 台だが、ピーク時は 200～300 台以上と

なる。駐車場待ちの車の渋滞により、近隣から苦情が発生してい

る状況もある。 

質問：桟橋の整備費用はどれくらいかかっているのか。また財源の内訳

はどうなっているのか。 

回答：14 億 6,600 万円、国が 40％、県が 43.15％、16.85％が市の負担

となっている。金額ベースでは 2 億 2,300 万円。 

   傷みが激しいため、維持管理に関しては多額の費用が必要である。 

質問：タレントの「さかなクン」との関係性はどのように築かれたのか。 

回答：元は神奈川の生まれと聞いている。「さかなクン」本人が館山の海

を非常に気に入り、母親と移住してこられた。その際に館山の「ふ

るさと大使」になっていただけないかと話したことがきっかけと

なっている。当時はそれほどブレイクしていなかったがタレント

ということでお声掛けさせていただいた。館山としては、発信力・

集客力が非常に高いのでありがたく思っている。 

質問：海中観光船は市の運営なのか。 

回答：市ではなく民間で運営している。元々は漁港で行なっていたが桟

橋ができ、物揚げ場があることからこちらに移動し運営している。 

質問：桟橋の利用に関しては、定額制なのか、無料なのか。 

回答：港湾管理者が千葉県になっているのでそちらに落ちるようになっ

ている。1 トン当たりいくらといったコンテナ船と同様の扱いに

なっているため、金額はかなり低いものとなっている。 

質問：施設による鮮魚や農作物の販売に関しては、地元漁業者や農業者

と業務提携を行っているのか。契約形態はどうなっているのか。 

回答：レストランと１Ｆの物販店はテナント形式の貸し出しとなってい

る。経営者が同じであることから地元農業者等と契約を行ない、

直売場の形式になっている。契約は経営者と農業者が直接、行っ

ている。契約農家は 100 件を超えている。 

質問：食事施設に漁協の名前が明記されていたが、漁協が経営している

のか。 



回答：テナント形式で行っている所もある。 

質問：「海の魅力を活かしたビジネスの起

業・創業支援」「海の魅力をテーマ

とした外国人観光客の誘致」とは

どういった取り組みか。  

回答：いわゆるインバウンドだが、館山

はメインターゲットを「台湾」に

絞り込んでいる。教育旅行として

台湾の小・中学生が来日し、交流を結んでいる他、商工会議所関

係でも良好な関係が築けている。ビジネス起業に関しては、マリ

ンスポーツが盛んである。最近は砂浜を利用した「乗馬＝ホース

トレッキング」が増えてきている。 

  

【 所  感 】 

   海と既存の観光産業や飲食・サービス業等のビジネスチャンスを創

出・拡大するとともに、起業支援にも力を入れている。港湾を利用した

取り組みとしては、定期的なクルーズ客船の寄港の推進や官公庁船の誘

致、レストランなど食事場所の提供、メインターゲットを「台湾」に絞

り、外国人観光客の誘致を促進するなど、確実な交流人口増大に取り組

んでいる姿が見受けられる。一つの場所で観光と食事ができるのは、必

要最低限の条件に思える。 

   その他、ふるさと博物館大使であったタレントの「さかなクン」を名

誉駅長として迎え入れたことにより、子どものいる家族連れ観光客の来

館ＵＰのバックボーンとなっており、この点においては羨ましい限りで

ある。お互いの利益を損なわず協力関係を築いたＷｉｎＷｉｎの関係は

素晴らしいものである。 

   また、季節限定とはいえ、高速ジェット船による東京～館山間の運行

に関しても渋滞の心配もなく、７５分と時間短縮も計れ、観光客に喜ば

れる海路の有効な交通手段の確保ができているものと思われる。ただ、

季節運航(２ヶ月間)であるため、認知度が低い点が課題となっている。 

   いくつかの点で、海の京都としての舞鶴の港湾発展とクルーズ客船の

誘致促進に活用できるものがあると思われる。 



○ 視 察 先 ： 愛 知 県 豊 田 市 役 所  

 

○ 視 察 先 所 在 地：〒 4 7 1 - 8 5 0 1  愛 知 県 豊 田 市 西 町 3 丁 目 6 0 番 地      

℡  0 5 6 5 - 3 4 - 6 6 2 9  

○ 視 察 目 的 ・ 内 容  

【  目     的  】  

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 〝 わ く わ く 事 業 〟 活 動 内 容 に お け る 地

域 の 担 い 手 づ く り に つ い て  

 

【  調 査 項 目  】  

地 域 自 治 シ ス テ ム に つ い て  

 

【 実 績 と 成 果 】  

１ ． わ く わ く 事 業  

昭 和 5 3 年 、地 域 住 民 の 触 れ 合 い や 課 題 解 決 を 目 的 と し た

中 学 校 単 位 で 組 織 さ れ て い る 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 会 議 の 名 称

で 、 地 域 の 声 を 市 政 に 反 映 で き る 仕 組 み と し て 発 足 。 2 8 地

区 の 構 成 員 は 、 最 大 1 地 区 2 0 名 で 5 0 1 名 ( H 3 0 . 4 )。  

仕 組 み 的 に は 、 地 縁 の 組 織 や 市 民 団

体 な ど が 、 住 み や す い 地 域 づ く り に 向

け 、 地 域 資 源 を 最 大 限 に 生 か し 主 体 的

に 取 り 組 む 事 業 と し て 、 予 算 上 限 5 0 0

万 円 の 補 助 金 を 交 付 す る も の と な っ て

い る 。 そ の た め 地 域 会 議 が 〝 補 助 金 審

査 権 〟 を 有 し 、 適 正 な 補 助 金 の 使 用 を 審 査 し て い る 。  

さ ま ざ ま な 地 域 課 題 に 対 し 、 地 域 住 民 自 ら 考 え 、 実 行 し

て い く 「 き っ か け 作 り 」。  

細 か く 事 業 分 類 さ れ て い る が 、 基 本 的 に ど ん な 事 業 内 容

で も 良 い 感 が あ る 。 審 査 基 準 は 各 地 域 会 議 ご と に 設 定 さ れ

て い る 。 た だ し 、 審 査 ま で の 権 限 は 地 域 会 議 に 、 最 終 決 定

権 は 行 政 に あ る 。 応 募 団 体 に 問 題 が な い 限 り 、 概 ね 地 域 会

議 の 意 向 に 沿 う も の と な っ て い る 。  



２ ． 地 域 予 算 提 案 事 業  

住 み や す い 地 域 づ く り の た め に 、 地 域 で 共 通 認 識 さ れ た  

課 題 解 決 策 を 、地 域 会 議 が「 地 域 に 必 要 な 事 業 」と「 予 算 」

を 作 り 市 に 提 案 、 地 域 個 別 の 事 業 を 市 が 実 施 す る と い う 流

れ に な っ て い る 。  

 事 業 の 開 始 に 関 し て は 、 地 域 会 議 で の 合 意 形 成 が 必 要 と

さ れ 、 地 域 と 行 政 の 役 割 分 担 に 基 づ く 取 り 組 み 〝 共 働 〟 を

基 本 と し て い る 。   

分 権 内 容 は 〝 予 算 案 提 案 権 〟 と な っ て お り 、 予 算 の 上 限

は 1 地 域 当 た り 2 , 0 0 0 万 円 と な っ て い る 。  

地 域 の 意 見 を 市 が 行 う 事 業 に 反 映 し 、 地 域 課 題 を 効 果 的

に 解 決 す る こ と を 目 的 と し 、 事 業 の 必 要 経 費 に つ い て は 、

事 業 計 画 書 に よ る 提 案 を 通 じ 、 市 の 予 算 に 反 映 す る と い っ

た 内 容 に な っ て い る 。  

 

【  主 な 質 疑  】  

質 問 ： 地 域 自 治 区 条 例 を 設 け て 活 動 さ れ て い る よ う だ が 、

事 業 を 進 め る 上 で 、 当 初 か ら 設 定 さ れ た 条 例 か 。  

回 答 ： ス タ ー ト 時 点 で 条 例 施 行 と し て 始 め て い る 。  

質 問 ： 改 正 を 行 っ て い る よ う だ が 、 変 更 点 は ど こ か 。   

回 答 ： 当 初 は 、 2 6 中 学 校 区 で あ っ た が 、 中 学 校 区 が 増 え た

こ と に よ り 改 正 が あ っ た 。  

質 問 ： 地 域 自 治 区 と 地 域 会 議 の バ ラ ン ス の 状 況 は ど の よ う

に な っ て い る の か 。  

回 答 ： 豊 田 市 は 合 併 を 繰 り 返 し て き た 歴 史 が あ る 。 そ う し

た こ と か ら 地 域 自 治 区 自 体 は 、 元 々 は 町 ・ 村 の エ リ

ア で 各 々 に 支 所 を 設 置 し 区 分 け し た も の で あ り 、 行

政 の 担 当 分 け と い っ た 位 置 付 け で あ る 。  

質 問 ： 自 治 区 と い う の は 、 自 治 会 が あ る 中 の 連 合 自 治 会 と

い っ た よ う な 単 位 と な る の か 。  

回 答 ： 地 域 自 治 区 と い う の は 、 完 全 に 行 政 が 線 引 き し た 形

の も の で あ る 。 自 治 会 （ 町 内 会 ） と は 異 な る 。  

質 問 ： 役 員 の な り 手 が 少 な く 、 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ を 作 っ

て い く こ と が 困 難 と い う の が 現 状 で あ る 。 そ の 上 に

地 域 会 議 を 作 る と な る と 新 た に 地 域 の 方 に 就 任 要



請 を す る こ と に な る が 、 積 極 的 に 協 力 し て い た だ け

て い る の か 。 有 識 者 の 確 保 に つ い て は ど う か 。  

回 答 ： 制 度 開 始 当 初 は 、 ご 指 摘 の 通 り で あ っ た 。 他 の 地 域

役 員 と の 兼 任 は あ る が 、 制 度 が 定 着 し た こ と に よ り

協 力 し て い た だ け て い る 。 有 識 者 に つ い て は 、 必 要

と し た ケ ー ス が ほ ぼ 発 生 し て い な い 。  

質 問 ： 予 算 に 係 わ る 以 外 の 事 業 事 例 が あ れ ば 紹 介 い た だ き

た い 。  

回 答 ： 防 犯 パ ト ロ ー ル 、 防 災 訓 練 な ど 防

災 に 関 し た も の が あ る 。  

質 問 ： わ く わ く 事 業 で 失 敗 事 例 は あ る の

か 。  

回 答 ： 任 意 の 団 体 が 善 意 で 山 林 の 手 入 れ を し た と こ ろ 、 所

有 者 の 許 可 を 得 て い な か っ た こ と が あ っ た 。  

質 問 ： 〝 わ く わ く 事 業 〟 と 〝 地 域 予 算 提 案 事 業 〟 の 事 業 総

額 は 年 間 ど の 程 度 か 。  

回 答 ： 〝 わ く わ く 事 業 〟 は 、補 助 金 で あ る の が 、予 算 は 約 1

億 円 で 決 算 額 が 約 8 , 5 0 0 万 円 で 推 移 し て い る 。 〝 地

域 予 算 提 案 事 業 〟 は 、 約 2 億 5 , 0 0 0 万 円 だ が 、 実 際

の 執 行 額 は か な り 落 ち る こ と に な る 。  

質 問 ： 近 年 、 転 入 者 が 町 内 会 に 入 会 し て く れ な い 事 象 が 発

生 し て お り 、 目 標 と す る 「 ま ち づ く り 」 の 担 い 手 不

足 が 考 え ら れ る が 、 そ う い っ た 課 題 は 発 生 し て い な

い の か 。 ま た 、 転 入 者 の 受 入 体 制 の 状 況 は ど う か 。  

回 答 ： 地 域 に よ っ て ま ち ま ち だ が 、 非 常 に 感 じ て い る 。 転

入 者 に 対 し て は 、 住 宅 の 物 件 探 し の 時 点 で 、 宅 建 協

会 の 協 力 を 得 て い る が 、 十 分 に 対 応 し き れ な い の が

現 状 で あ る 。  

質 問 ： 地 域 会 議 の 役 員 の 「 任 期 に つ い て 2 年 間 、 再 任 1 回

と す る 」 と 4 年 の 制 限 を 付 け て い る 理 由 は 何 か 。  

回 答 ： 多 く の 担 い 手 の 育 成 を 考 え て い る 。  



質 問 ： 地 域 会 議 の 代 表 者 会 議 も 活 発 に 行 っ て い る よ う だ が 、

活 動 内 容 は ど の よ う な も の か 。  

回 答 ： 代 表 者 会 議 で 議 決 す る と い っ た こ と は ほ ぼ な い 。 情

報 交 換 が 主 な も の で あ る 。  

  

【  所   感  】  

   豊 田 市 の 取 り 組 み に つ い て は 行 政 主 導 で は な く 、 必 要 な

事 業 を 判 断 し 、 予 算 を 組 み 立 て 実 行 し て い く と い う 、 そ の

す べ て を 、 地 域 住 民 が 地 域 の 中 の 課 題 を 地 域 の 事 業 と し て

解 決 し て い く と い う も の で あ る 。 ま さ に 住 民 参 加 型 、 地 域

住 民 主 導 の 理 想 的 な シ ス テ ム で あ る と 思 わ れ る 。  

   こ う し た 事 業 活 動 が 永 続 的 に 実 施 で き る 条 件 と し て 必 要

と さ れ る こ と は 、 多 く の 住 民 の 支 持 を 得 る こ と は 勿 論 の こ

と 、「 費 用 」 と 「 運 営 の 工 夫 」 が 第 一 と さ れ る と こ ろ で あ ろ

う 。 ま た 。 事 業 活 動 を 支 え て く れ る 人 材 の 確 保 が 欠 か せ な

い も の に な っ て く る も の と 考 え ら れ る 。 地 域 住 民 の 一 人 ひ

と り が 地 域 の 課 題 解 決 に 向 け 「 何 が で き る か 」 を 考 え 、 行

政 と 共 働 す る と こ ろ に 地 域 と し て の 結 束 力 も 高 ま っ て い く

も の と 考 え ら れ る 。  

   舞 鶴 市 に お い て も 「 ま ち づ く り 」 を 進 め る 上 に お い て 、

行 政 主 導 に 任 せ る ば か り で は な く 、 地 域 住 民 主 導 の 実 行 計

画 を 積 極 的 に 促 進 し て い き た い も の で あ る 。  

何 れ の 市 も 、 財 政 に は 限 り が あ り 、 無 尽 蔵 と い う わ け に

は い か な い 。 し か し な が ら 、 行 政 サ イ ド が 何 ら か の 「 き っ

か け 」 を 与 え る こ と に よ り 、 も っ と 地 域 住 民 を 巻 き 込 ん だ

政 策 が で き る も の と 思 わ れ る 。 限 ら れ た 資 源 で 最 大 限 の 効

果 を 上 げ る こ と を 考 え 、「 ま ち づ く り 」を 進 め て 行 き た い も

の で あ る 。  

    


